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岩手県のリンゴ園におけるナシマルカイガラムシ歩行幼虫の発生時期

3.気温から予測した歩符幼虫発生時期と実際の発生時期の比較す

新井鵬徳川成田 治*キ・井原史雄不木本・高梨祐明"本本・豊島真吾*

Occurr巴nceof San Jose Scale Crawler， Diαspidiotus perniciosus， in Apple Trees in Iwate Prefectur巴

3. Prediction of Crawler Occurrence from Accumulated Temp巴raturesand Comparison 

of the Predicted Period to the Crawler Occurrence 

Tomonori ARAI'， Osamu N ARIT A'¥ Fumio IHARA本寺本，

Masaaki T AKAN ASHI本家事推 and Shingo TOYOSHIMA氷

果樹研究所リンゴ研究拠点内(岩手県盛岡市)の殺虫剤無散布りンゴ図において2007年
のナシマルカイガラムシ歩行幼虫の発生時期を予測し，予測した時期と実際の発生i時期を

比較した. 2007年の第l肢代歩行幼虫発生時期は，中央日の有効積算読度在使い予測した
時期とほぼ同じ時期か，予測時期よりも早かった.また，国内各地におけるナシマルカイ

ガラムシ歩行幼虫の発生時期と，気温から予測した発生時期とを比較したところ，第1世
代歩行幼虫の発生H寺期は予測した範閣内か，予測範囲に近いl時期に認められた.

Key words: apple， crawl巴r，degree-days， Diαspidiotus perniciosus， occurrence， prediction 

ナシマルカイガラムシDiaspidiotusperniciosusはリ また， リンゴの主主主陵地である東北地方ではナシマルカ

ンゴの害虫として近年増加傾向にある.ナシマルカイガ イガラムシ歩行幼虫の発生時期が未解明な地域が多いが，

ラムシの妨除時期は歩行幼虫の発生ピーク時か，その少 このような地域においても伺様に歩行幼虫発生時期や防

し後が最も効泉的であることから(9 )，歩行幼虫の発 除待期を予測できると考えられる.

生時販を把握することにより防除時期が明らかになると 本研究ではリンゴ闘における2007年のナシマルカイガ

考えられる.実際に園内でナシマルカイガラムシ歩行幼 ラムシ歩行幼虫の発生11寺携を有効積算温度と気j温から予

虫の発生時期が解明されている地域(5， 7， 10)では， 測し，その適合性を実際の発生時期と比較調査した.ま

歩行幼虫の発生時期をもとに防除時期がもとめられてい た，ナシマルカイガラムシ歩行幼虫の発生時期が既に解

る. しかしながら，発生ピーク時期の年次間差を見ると， 明された地域において，気温と有効積算温度から予測し

同一地域であっても10臼以tの違いが認められることか た時期と実際の発生時期とを比絞し，有効積算温度と気

ら(2， 5)，防除時期もそれにあわせて変動すると考 温から予測する歩行幼虫発生時期の逃合性を調査した.

えられる.新井(2， 3)は， 3月1臼もしくは雄成虫 なお，本研究は地域総合プロジェクト f東北地域におけ

の羽化ピークを起点とした 10.5~32.20Cの有効積算楓度 る農薬50%削減リンゴ栽培技術体系の確立」において遂

と歩行幼虫発生時期との開に一定の関係が認められるこ 行されたものである.本文に先立ち，気象データの提供

とを報告している.この関係を利用して歩行幼虫発生時 を頂いた東北農業研究センターやませ気象変動研究チ一

期および防除時期を気温から予測できると考えられる. ムの佐々木恭織研究員に謝意を表する.
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材料および方法 10月29日までとし， 7日間隔でトラソプに捕獲された雄

1. 2007年のナシマルカイガラムシ歩行幼虫および雄成 成虫数を実体顕微鏡下で調査した.

虫の発生時期 2.果樹研究所リンゴ研究拠点におけるナシマルカイガ

果樹研究所リンゴ研究拠点、(岩手県盛例市)内の18年 ラムシ歩行幼虫発生持期の予測

間殺虫剤無散布リンゴi認を調査閣とした.調査鼠は24a 2007年のナシマルカイガラムシの発生時期を， 10.5~ 

で，樹齢は約30年生，栽植本数は165樹(樹問 2r五，7JIJ 32.2
0
Cの有効積算滋度と幼虫発生時期との関係(第1，

間5m)であった.本鼠では2001年にナシマルカイガラ 5表)から予測し，その時期と2007年の発生消長(第 l

ムシが多発し，局所的に有機りン系殺虫剤の散布を行っ 図)とを比較した.有効積算温度の起点臼は3月1日ま

たが，それJ2J，外は殺虫剤の散布は行っていない. 2007年 たは雄成虫羽化ピークとし，気温から有効積算潟度を求

の歩行幼虫発生1]寺期の調主主のため，前主f(2)にナシマ める方法は，新井(1)がカンキツのコナカイガラムシ

ルカイガラムシの発生を調査した55樹 (1ゴールデンデ 類の発生H寺期の予測で用いた，簡易化した三角法を使用

1)シャスJ16樹， 1スターキングデリシャスJ7樹， 1紅 した.

玉J10樹， 1ふじJ9樹， 1つがるJ7樹， 1レ y ドゴー 第 1[IJ:代歩行幼虫発生Il寺期の予測は 6月1日と16日に

ルドJ6樹)を選び，各樹から太さ 1~ 4 cmの枝 l本 行った. 2007'rfの越冬[IJ:代雄成虫羽化ピークは 6月4日

について7日間隔で両面テープ(往友スリーエム株式会 に認められたことから(第l図)，雄成虫羽化ピークを

社製， ScotchTM 666，幅19mm)を設置・回収し，テー 起点とする有効積算温度は 6月16日に予測した時だけ使

フ。に捕獲された歩行幼虫数を実体顕微鏡下で調査した. 尽した.手'i5ijJ積iえ1温度の算出では，調査臨より約1.5km

両面テープ設霞期防は2007年 5月29日から10月29臼まで 南にある東北農業研究センターで記録された厨川地区気

とした.術商テープの田収・設置は 7日間隔としたが， 象データを使用した. 6月1日に予測した場合は 5月31

第 l問。代歩行幼虫発生ピーク時期には調まま間隔を変え， 日までは厨JlI地区気象データの2007年の観測値を， 6月

6月25日， 28日，および 7月2臼に回収・設置を行った日以降は10年間の平均値(厨川地区気象データの1997

また，雄成虫羽化時期の調査のため，調査圏内のリンゴ ~2006年の平均値)を使用した.また， 6 FJ 16日に予測
4樹にナシマルカイガラムシの性フェロモントラップ した場合は 5)~31 E1までは綴測値を， 6月16日以降は10

(Pherocon V Kit for San Jose Scale. Trece Inc. 年間の平均伎を使い， 6月1~15臼は盛河市で2007年に

Salinas， CA， USA)を地上から約1.8mの位置に設置し 観測された気象庁の毎日の気温データ(6 )を使用した.

た.フェロモントラップ設置期間は2007年 5月2EIから 第2世代歩行幼虫発生時期の予測は 8FJ 1日と16日に

第1表 2004年から2006年の歩行幼虫発生時期，)の有効積算温度h)

3月1日起点

第1世代歩行幼虫発生初期

第 1世代歩行幼虫発生ピーク

第2世代歩行幼虫発生初期

第2世代歩行幼虫発生ピーク

越冬世代雄羽化ピーク起点

第 1世代歩行幼虫発生初期

第 1世代歩行幼虫発生ピーク

第 l世代雄羽化ピーク起点

第2世代歩行幼虫発生ピーク

第 1世代歩行幼虫発生初期

~第2世代歩行幼虫発生初期

第 1i貴代歩行幼虫発生ピーク

~第 2世代歩行幼虫発生ピーク

a)発生初期およびピークが認められた調査日.

日 度 予測で利用した

平均ごと標準誤差 有効積算混度の範間

333.7土19.9

428.8土23.2

1.013.1土22.3

1.155.1士15.8

207.9土20.8

303.1土 0.8

339.7::1::28.5 

679.4土 5.2

726.3::1::27.2 

313.8~ 353.6 

405.6~ 452.0 

990.8~ 1035.4 

1，l39.3~ 1l70.9 

187.2~ 228.8 

302.3~ 303.9 

3 1l .2~ 368.2 

674.2~ 684.6 

699.1 ~ 753.4 

b)新井 (2)(3)より一部改変， 10.5~32.20Cの有効積算温度.

200 



12，000 B10，000 

立"T 9，000 L.:::::::一時肌出

よ/
ω∞k 

¥ ¥ 当22 6，OC D 

2¥ 

It'-

100 
ーム

ヰ、41h、毛平 3，000 

①②  ⑦ ③ ¥ """ 
息義人 g -------重J人 10 

4斗{認ξg 

。十ーベコー-0-7 寄書 瞥0--，Oー-0一--0 r---=二コ語静 也"""仁子。

ぷ、よ子<v<1} <>¥" 令子。へや句今c?er守手令♂司令中よへ令。ゃ
~ 

第1図 2007年のナシマルカイガラムシ歩行幼虫および雄成虫発生消長

i注)①:越冬世代雄成虫羽化初期中央日 (5/25)，②:越冬世代雄成虫羽化ピーク中央日 (6/1)，③:第 l世代

歩行幼虫発生初期中央臼 (6/22)，④:第1位代歩行幼虫発生ピーク中央日 (6/27)，⑤・第 1世代雄成虫羽

化初期中央臼(7/20)，⑥:第 1世代雄成虫羽化ピーク中央日(8/3)，⑦:第2世代行幼虫発生初期中央日

(8/17)，⑧:第 2i世代歩行幼虫発生ピーク中央日 (9/6). 

行った. 8月l臼に予測した場合は 7月31EIまでは厨川

地区気象データの2007年の観測{疫を 8月1日以降は10

年間の平均般を使用した. 8月16日にT汲IJした場合は，

7月31日までは観iJllJ値を， 8月16日以降は10年間の平均

値を使用し， 8月1~15臼は盛岡市で2007年に1m測され

た毎日の気温データ(6 )を使用した なお， 2007年の

第l世代雄成虫羽化ピークは8月6日であったこと(第

l図)，また， 2007年に羽化ピークを確認できたのはピー

クの次の調査日(8月13日)であり，そのときには年に

より幼虫の発生が既に始まっていることから，第 l世代

雄成虫羽化ピークを起点とする有効積算温度は 8月16

5に行った歩行幼虫発生ピークの予測の時だけ利用した.

なお，第1， 2t1:t代歩行幼虫発生時期の予泌は2004年

から2006年にも同じ方法で行った.

3.国内各地におけるナシマルカイガラムシ歩行幼虫発

生時期の予測

徳島県(4)，徳島県(5 )，和歌山県(7)，埼玉県

(10)におけるナシマルカイフザラムシ歩行幼虫の発生時

期を 3 月 l 尽を起点とした10.5~32.20Cの有効積算温

度と歩行幼虫発生時期との関係(第1， 5表)と，歩行

幼虫の発生を誠査した年の気j昆から予測し，予測したi時

期と実際の発生時期とを比較した.有効積算温度の算出

では新井(1)がカンキッのコナカイガラムシ類の発生

時期を予泌する時に沼いた簡易化した三角法を使用した.

有効積算温度の算出では，領島市，徳島市，和歌山市，

熊谷市で観測された気象庁のデータ(6 )を利用した.

また，各地域における第3世代歩行幼虫発生時期の予泌

では， 2004年から2006年の調査で得られた第 l位代歩行

幼虫発生時期から第2世代歩行幼虫発生時期と有効積算
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混度の関係(第1， 5表)を利用し，予測した第2世代

歩行幼虫発生初期から674.2~684.6または675.3~691. 2

日度経過した持期を第3世代歩行幼虫発生初期，予測し

た第 2殴代歩行幼虫発生ピークから699.1~753.4または

703.3~755. 7臼度経過した時期を第 31:tt代歩行幼虫発生

ピークとした.

結果および考察

1.果樹研究所リンゴ研究拠点、におけるナシマルカイガ

ラムシ歩行幼虫発生時期の予測と実測値の比較

2007年の殺虫剤無散布リンゴ固におけるナシマルカイ

ガラムシ歩行幼虫および‘雄成虫の発生消長を第 l図に示

した. 2007年における第 l世代歩行幼虫の発生初期(6 

}j 25日)は2006年(6月初日)に近かったが，発生ピー

ク(6月28日)は2004年 (6月28臼)に近かった(2).

また第 21:tt代歩行幼虫の発生および雄成虫の羽化が認め

られた日は過去3年とほぼ同じ時期であった(2， 3). 

2007年に歩行幼虫の発生および雄成虫の羽化が認められ

た調査日の 3月1EIを起点とした有効積算温度を第2表

に示した.2007年の歩行幼虫発生初期および雄成虫羽化

時期の有効積算混度の値は過去 3年間に認められた値

( 2， 3)に近かったが，第 1世代歩行幼虫発生ピーク

の有効積算温度の績は過去に求められた績よりも小さかっ

た 2007年の第1世代歩行幼虫発生どークの調査までは巡

2回(3~ 4臼間隔)と， 2004年から2006年までに行っ

た1退院間隔の調査とは異なる間隔で行ったことから，

この時期の調査間隔を l週間関隔にあわせた場合， ピー

クは 7月2日になると考えられ 7月2臼をピークとし

た場合の有効積算温度は過去3年間に認められた有効積



第2表 2007年の歩行幼虫および雄成虫発生時期と 3 月 1 日を起点とした10.5~32.20Cの有効積算温度，)との関係

発生ステージ

第 1世代歩行幼虫発生初期

第 1世代歩行幼虫発生ピーク

第2t世代歩行幼虫発生初期
第 2世代歩行幼虫発生ピーク

越冬世代雄成虫発生初鶏

越冬殴代雄成虫発生ピーク

第 1位代機成虫発生初期

2007年

350.9 

384.5 (423.4 b)) 

982.3 

1，213.1 

77.6 

150.2 

615.3 

第 1t1l:代雄成虫発生ピーク 796.1 

a)発生初期およびピークが認、められた調査臼の有効積算温度(日度)• 

b)カソコ内は 7月2日をピークとした時の有効積算温度.

第3表 第1世代歩行幼虫発生予測時期と実際の発生時期，)

2004~2006年

平均土標準誤差

333.7ごと19.9

428.8土23.2

1013.1土22.3

1155.1土15.8

96.7士 9.6

125.7土23.1

650.0::1:31.3 

815.4ごと13.4

発生初期 発生ピーク

6/1予測 6/16予測 6/1予測 6/16予測

3/1起点 3/1起点 雄起点b) 3/1起点 3/1起点、 雄起点

2007 6/26-30(6/25) cl 6/22ω26(6/25) 6/24-29(6/25) 7/5-9(6/28) 7/1-6(6/28) 7/ 6(6/28) 

2006 6/25-29(6/26) 6/25-29(6/26) 6/28-7/2(6/26) 7/4-9(7/10) 7/4-9(7/10) 7/10(7/10) 

2005 6/28-7/2(6/29) 6/25-30(6/29) 6/27-7/1(6/29) 7/7-11(7/ 8) 7/5-8(7/ 8) 7/ 9(7/ 8) 

2004 6/23-27 (6/21) 6/21守25(6/21) 6/16-20(6/21) 7/2-7(6/28) 7/1-5 (6/28) 6/28(6/28) 

a)発生初期およびピークが認められた調査乱

b)越冬世代土佐成虫羽化ピークを起点、とした.

c)予測持期(実際の観測時期)，太字は予測範閤よりも実際の発生が3日以上離れて起こったことを示す

第4表第2世代歩行幼虫発生予測時期と実際の発生時期a

発生初期 発 生 ピ ク

8/1予測 8/1予測

3/1起点 311起点 3 雄起点b)

2007 8/21時25(8/20)cl 9/ 3-6(9/ 9) 9/ 3-6(9/ 9) 8/31-9/5(9/ 9) 

2006 8/23-27 (8/21) 9/ 5-8(9/ 4) 9/ 4-7(9/ 4) 8/31-9/5(9/ 4) 

2005 8/22-26(8/23) 9/ 3-6(8/28) 9/ 2-5(8/28) 9/ 2ω7(8/28) 

2004 8/15-18 (8/12) 8/27】29(8/30) 8/25-28(8/30) 8/25-30(8/30) 

a)発生初期およびピークが認められた調査日.

b)第 l世代雄成虫羽化ピークを起点とした.

c)予測時期(実際の観測時期)，太字は予測範閤よりも実際の発生が3日以上離れて起こったことを示す.

算温度とほぼ一致した.

3 月 l 日および越冬世代成虫雄成虫~~化ピークを起点

とした有効積算混度から予測した第 l世代歩行幼虫発生

時期と，実際の発生時期を第3表に示した. 2007年の第

1歩行幼虫発生初期およびピーク時期は予測した時期よ

りも早くなったが 6月16日に予測した時期は 6月 1日

に予測した時期よりも実際の発生時期に近かった. 2007 

年の 8月の気温は10年間の平均値に比べて約1.5
0

C高かっ
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たことから， 6月16日に予測した方が実際の発生時期に

近くなったと考えられた.また 3月 1Bを起点とした

有効積算温度から予測した第1世:代歩行幼虫発生時期は，

雄成虫羽化ピークを起点とした有効積算温度から予測し

た時期よりも実際の発生時期に近かった. 2004年から

2006年の歩行幼虫発生侍期を予測した結果からも，雄成

虫羽化ピークよりも 3月l臼を起点とした有効積算温度

から予測した方が実際の発生時期に近く，また 3月l



第5表 2004年から2006年の歩行幼虫発生時期中央日0'の有効積算温度 b)

日 度 予測で利用した

2004 2005 2006 平均土標準誤差 有効積算温度の範囲

3月 1El起点

第 l世代歩行幼虫発生初期 279.6 316.8 290.8 295.7土11.0 284.1 ~ 306.8 

第l世代歩行幼虫発生ピーク 351.6 409.8 416.7 392.7土20.6 372.1 ~ 413.4 

第2殴代歩行幼虫発生初期 965.6 1.012.2 959.1 979.0土16.7 962.2~ 995.7 

第2世代歩行幼虫発生ピーク 1.125.6 1.093.0 1.148.1 1，122.2土16.0 1.106.2~ 1138.2 

越冬世代雄羽化ピーク起点

第1t佐代歩行幼虫発生初期 215.4 195.1 158.9 189.8土16.5 173.2~ 206.3 

第1世代歩行幼虫発生ピーク 287.4 288.0 284.8 286.7ごと 1.0 285.7~ 287.7 

第 1tJJ:代雄羽化ピーク起点

第2出代歩行幼虫発生ピーク 348.0 309.2 404.0 353.7土27.5 326.2~ 381.2 

第 11:1:t代歩行幼虫発生初期

~第2世代歩行幼虫発生初期 686.0 695.4 668.3 683.2土 7.9 675.3~ 691.2 

第l世代歩行幼虫発生ピーク

~第2世代歩行幼虫発生ピーク 774.0 683.2 731.4 729.5土25.4 703.3~ 755.7 

a)発生初期またはピークが認められた調査臼とその前の調査日の閣の中央日

b) 1O.5~32.20Cの有効積算温度.

第6表 第l世代歩行幼虫発生予測!時期と実際の発生中央日*

発生初期 発生

6/1予測 6/16予測

3/1起点 3/1起点 雄起点"

2007 6/22勾25(6/22)b) 6/19-21(6/22) 6/20-24(6/22) 

2006 6/22ω24(6/23) 6/22-24(6/23) 6/24-28(6/23) 

2005 6/25-27(6/24) 6/22-25(6/24) 6/24-27(6/24) 

2004 6/19-22(6/18) 6/18-20(6/18) 6/12-16(6/18) 

a)越冬世代雄成虫羽化ピークを起点とした.

自/1予測

3/1 起点

7/ 2- 6(6/27) 

7/ 1- 5(7/ 6) 

7/ 3- 7(7/ 3) 

6/29-7/3(6/25) 

ピ ク

6/16予測

3/1起点 雄起点

6/28-7/2(6/27) 7/ 2(6/27) 

7/ 1- 5(7/ 6) 7/ 6(7/ 6) 

7/ 1ω5(7/ 3) 7/ 5(7/ 3) 

6/27-7/1(6/25) 6/25(6/25) 

b)予測時期(実際の発生時期)，太字は予測範図よりも実際の発生が 3日以上離れて起こったことを示す.

日を有効積算温度の起点とした場合， 6月1日よりも 6 が予測された.そこで， 2004年から2006年の発生初期ま

月16日に予測する方が実際の発生時期に近い傾向であっ たはピークが認められた調査日とその前の調査日との潤

た. の中央日を求め，それぞれを発生初期および発生ピーク

3月l日および第1世代成虫土佐成虫羽化ピークを起点 の中央臼とし，中央日の有効積算温度を算出し(第5表)，

とした有効積算温度から予測した第2世代歩行幼虫発生 求めた有効積算温度と2007年の気温から発生初期とピ一

時期と，実際の発生時期を第4表に示した. 2007年の第 クを予測し予測した時期と2007年の発生初期およびピ-

2 位代歩行幼虫発生時期は予測した範翻から 1~4 日ほ クの中央日(第 1図)とを比較した.中央日の宥効積算

ど外れたが，予測時期に比較的近かった. 2004年から 温度を使い予測した持期は(第 6， 7表)，調査日の有

2006年の歩行幼虫発生侍期を予測した結果では， 2005年 効積算温度を使い予測した結果(第 3，4表)と比べ，

の発生ピークで差が大きかったo外は，予測時期は歩行 第l世代発生初期と 6月16Elに予測した第l世代発生ピー

幼虫発生時期に近い場合が多かった. クが発生時期に近い結果が多くなった.

第 3，4表の予汲IJは発生初期およびピークが認められ 果樹研究所リンゴ研究拠点における発生消長(2 ) (第

た調査日の有効積算温度(第l表)を利用して求めたが図)から 9月に収穫するリンゴ早生品種の収穫期と

実際の発生初期や発生ピークは調査間隔中におこること 第2世代幼虫発生時期とが震なっていること，また長崎
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第7表 第2t1i代歩行幼虫発生予測時期と実際の発生中央日

発生初期 発生ピーク

8/1予測 8/1予測 8/16予測

3/1起点 3/1起点 3/1起点 雄起点，)

2007 8/19“22(8/17) b) 8/31-9/3(9/6) 8/31-9/3(9/ 6) 8/28ω9/2(9/ 6) 

2006 8/21-23(8/18) 9/ 2四 5(9/1) 9/ 1- 4(9/ 1) 8/28-9/2(9/ 1) 

2005 8/20-23(8/20) 9/ 1-4(8/26) 8/30-9/2(8/26) 8/30-9/4(8/26) 

2004 8/12-15 (8/11) 8/24-27 (8/27) 8/22ω25(8/27) 8/24-28(8/27) 

a)第1世代雄成虫羽化ピークを起点とした.

b)予測時期(実際の観測待期)，太字は予測範囲よりも実際の発生が3日以上離れ

て起こったことを示す.

第8表歩行幼虫発生ピークから

55.6臼度および111日度経過した時期

55.6B度 111日度

調査臼起点

2007 7/ 5 7/10 

2006 7/15 7/19 

2005 7/15 7/20 

2004 7/ 4 7/ 8 

中央日起点

2007 7/ 3 7/ 9 

2006 7/12 7/16 

2005 7/11 7/17 

2004 7/ 1 7/ 7 

県のカンキツにおける防除試験で第1世代幼虫に対する

防除効果は第2世代幼虫に対する防除効果よりも高いと

いう結果が得られていることから(8 )， リンゴにおけ

る果実被害を防ぐよで第 l間代の防総が重要と考えられ

た.有効積算温度とナシマルカイガラムシの防除時期と

の関係を示した報告げ)では，防除効果が最も高い時

期は歩行幼虫の発生ピークかそれから55.6日度(摂氏温

度，原著論文では華氏温度100日度)経過した待点であ

るが， ピークから111B度(摂氏温度，原著論文では華

氏温度200目度)経過した時点でも防除効果が高いこと

が示されている. 2007年 6月16日に調査臼の有効積算温

度(第1表)を使い予測した第l世代歩行幼虫発生ピー

クは，実際の発生ピークから55.6日度の待期よりも後に

なったが， ピークから111臼度までの期間内であった

(第8表).また， 2004年から2006年の 6月16日に予測し

た歩行幼虫発生ピークは， 2004年ではピークから111日

度の範組内に， 2005， 2006年ではピークから55.6日度の

範囲内であった(第 8表).このことから，調査日の有

効積算温度を使い 6月16臼に予測した歩行幼虫発生ピー

クをもとに防除持期を推測できると考えられた.一方，

S月1Bに予測した第 l世代歩行幼虫発生ピークの範囲
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は， 2007年では実際の発生ピークから55.6，111日度経

過した時期からー郊外れている.また2004年から2006年

の6月1日に予測した歩行幼虫発生ピークは， 2005， 

2006年では実際の発生ピークから55.6日度経過したi時期

の範囲内になったが， 20例年ではピークから111日度経

過した時期から一部外れた.このことから， 6月l日に

予測した歩行幼虫発生ピークから防除11寺期を予測した場

合，防除効果が高い時期の範閲外になる可能性もあると

考えられた.

中央臼の有効積算温度(第5表)を使い 6月16日に予

測したピーク 11寺期はいずれも笑際のピークから55.6臼度

の範囲内になった(第8表).また 6月l臼に予測し

たピーク時綴は2005，2006年はピークから55.6日度の範

部内に， 2004， 2007年はピークから111臼度の範閣内で

あった(第8表). このことから，中央日の有効積算温

度を利用すれば，より早い時期に防除効果の高い時期を

予測できると考えられた.

2.国内各地のおけるナシマルカイガラムシ歩行幼虫発

生時期の予測と実現Ij値の比較

国内各地において調査日の有効積算温度(第 l表)と

気温から予測した第1， 2世代歩行幼虫発生侍販と，実

際の発生時期を比較した結果を第 9表に示した.第 1世

代歩行幼虫発生初期およびピークは，それぞれ16データ

中11データ， 11データctgデータで予減した範囲内か，

予測範囲から 1~2 日離れた時期に認められ，予測した

時期と実際の発生時期との適合後は高いと考えられた.

また，第2世代歩行幼虫発生初期については12データ中

7 データで予測した範囲内か，予測範囲から 1~2B離

れた時期に認められたが，第2世代ピークや第3世代発

生時期については予測範閤から 3日o上外れることが多
かった(第10表).また，中央日の有効積算温度(第5

表)を使い各地における発生時期を予測した場合，第l

世代発生発生初期およびピークではそれぞれ16データ中

14データ， 11データ中5データ，また第2世代歩行幼虫

発生初期では12データ中8データが予測した範問から 3

臼以上外れ，予測範聞に近いデータは調査日の有効積算

温度(第 l表)で予測した場合よりも少なくなった.こ



年

福島

1967 

徳島

1962 
1963 
1964 
1965 
1966 
1967 
1968 
1969 

和歌山

1965 
1966 
1967 
1968 
1969 
1970 
1971 

埼玉

1974 

第9表 ナシマルカイガラムシ歩行幼虫発生時期の予測範囲，)と笑際の発生時期

第 l 世代 第 2 世代
発生初期 ピーク 発生初期 ピーク

5/27-31 (6/ 3) 
5/22-26(5/31) 
5/12-18 (5/26) 
5/31叩6/4(6/2) 
5/26-31(6/ 1) 
5/20-24 (5/24) 
5/25-30(5/23) 
5/21-26(5/24) 

5/27-31 (5/21) 
5/19-25(5/23) 
5/15-19(5/23) 
5/21-25(5/27) 
5/19-24(5/26) 
5/24-28(5/30) 
5/23ω27(5/30) 

5/26-30 
( 5月6半旬)

6/10-14(6/16) b) 

6/ 5ω10(6/ 6) 
5/31-6/ 4(6/11) 
5/23- 27(6/ 1) 
6/10ω14(6/16) 
6/ 7- 11 (6/ 6) 
5/28-6/ 1(6/ 1) 
6/ 4- 9(6/ 6) 
5/31ω6/ 5(6/ 1) 

5/30-6/ 4(5/29cJ) 

6/ 4- 8 
( 6月1半句)

7/22-25(7/23) 
7/12-15(7/22) 
7/11-13(7/16) 
7/23-26 (8/ 5) 
7/22-25 (7/16) 
7/13ω16(7/17) 
7/21-24(7/21) 
7/19-21 (7/21) 

7/18-21 (7/20) 
7/18-21 (7/22) 
7/14-17(7/19) 

7/26-29 
( 7月3半旬)

8/ 4- 6(8/ 9) 

7 /31-8/2C7 /26) 
7/21-23(8/ 1) 
7/20-22 c7 /27) 
8/ 1- 3(8/16) 
7/30-8/2 (8/11) 
7/21-23 (8/11) 
7/30-8/1 (8/ 6) 
7/27-29(7/26) 

7/27-28(7/23')) 

8/ 5句 7
( 8月1半句)

a)発生時期が認められた調査日から求めた有効積算温度から予測.

b)予測s寺期の範i忍(実際の綴測時期)，太字は予測範囲よりも実際の発生が 3日以上離れたか，または発生が認め
られた半旬に予測した範囲が入っていなかったことを示す

c)実際の発生時期は掲載されていたグラフ上のピークから読み取り.

第10表 ナシマルカイガラムシ第3世代歩行幼虫発生時期の予測範囲 a)，b)と実際の発生時期

発生初期 ピーク年

福島

1967 

徳島

1962 
1963 
1964 
1965 
1966 
1967 
1968 
1969 

和歌山

1969 
1970 

埼玉

1974 9/9-12(9Fl4半旬 9/19-25(9月6半旬)

a)発生時期が認められた調査尽から求めた有効積算温度から予iJ!tl.

b)第 2世代歩行幼虫発生初期およびピークの予測時期から予測.

8/31-9/ 4(10/ 8) 
8/22- 25(10/ 1) 
8/20- 23( 9/ 5) 
9/2- 6(_d)) 

8/31-9/ 4( 9/16) 
8/22- 25( 9/26) 
8/31-9/ 5( 9/11) 
8/30-9/ 2( 9/11) 

8/28-9/ 1( 8/27) 
8/27- 31 ( 9/ 4) 

10/ 2- 20(10/20) cl 

9/11- 17(10/ 8) 
9/ 2- 8(10/16) 
8/30-9/ 4( 9/16) 
9/16- 24( _d)) 

9/12- 19(10/ 6) 
8/31-9/ 5(10/16) 
9/13- 20(10/ 1) 
9/10- 16(10/ 6) 

9/ 9- 14( 9/150)) 

c)予測時期の範閥(実際の観測時期)，太字は予測範関よりも実際の発生が 3日以上離れたか，または発生が認め

られた半旬に予測した範劉が入っていなかったことを示す.

d)第 3世代の発生ピークは認められなかった.

e)実際の発生侍期はグラフ上のピークから読み取り推測.

に
り



の結果から，ナシマルカイガラムシの発生生態が未解明

な地域では調査日の有効積算温度を利用して予測した第

11間代歩行幼虫発生時期は実際の発生侍期の把握に役立
っと考えられた.一方，第2tIJ:代については， ピーク時

の予測時期が実際の時期と差が大きい例が多かったが，

発生初期の予測が実際の発生時期に近かったことから，

歩行幼虫発生時期の大まかな把握ができると考えられた.

第3出代歩行幼虫の発生時期については正確な予測はで

きないと考えられた ただし， 2004年から2007年に果樹

研究所リンゴ研究拠点内におけるナシマルカイガラムシ

の第3世代発生時期を調査日の有効積算温度を使い予測

したところ，第3世代の発生に必要な有効積算j恩度に達

しないため，第3位代の発生は起こらないと予iJliJされ，

これは実際の発生消長(2) (第l図)と同じ結果であっ

た.このことから，第3佐代についてはその発生が起こ

るかどうかの一つの判断基準に利用できると考えられた
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